
のキリスト教週間のご案内

2011 年○月神を仰ぎ、人に仕う 

主の祈り 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず 悪より救い出
いだ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり  アーメン 

「共に悩み、共に喜ぶ」

この一年、聖学院大学も東日本大震災の被災地を覚えてさまざまなボランテ

ィア活動に取り組んできました。昨年の4月には、被災地支援ボランティア・センタ

ーが立ち上げられ、募金活動から始まり、被災地に物資を送ったり、現地に出か

けたり、避難してこられた人たちを支援したりと、学生・教職員のみならず、その家

族をも巻き込んでの取り組みを行ってきました。 

こうした一年を振り返るとき、昨年度は本当に激動の一年でしたが、また同時

に、その中から新しい生き方が生まれてきた年でもあったように思います。その具

体的な姿は、何と言っても、今触れたボランティア活動ではないでしょうか。1995

年の阪神・淡路大震災の時は「ボランティア元年」と言われましたが、それから日

本でもボランティア活動が徐々に定着し、そして今回の震災で、それが深く人々

の生活に浸透してきたと言っていいのではないでしょうか。そして、それは、バブル

がはじけたとは言え、まだまだ物質的豊かさを追い求めてきた日本人に、新しい

価値観・生き方をもたらしたとも言えるように思います。 

聖書には、「もし一つの肢体が悩めば、ほかの肢体もみな共に悩み、一つの肢

体が 尊
たっと

ばれると、ほかの肢体もみな共に喜ぶ」という言葉があります。肢体とは

体の一部のことですが、この聖書の言葉は、体の一部が痛めば体全体が痛むよう

に、人間の社会も、一部が悩めば全体が悩み、一部が尊ばれると全体が喜ぶこと

こそ、あるべき姿であると語るのです。これは、元々は教会について語られたもの

ですが、私たちの社会にも当てはまるのではないでしょうか。共に悩み、共に喜ぶ

ことができるとき、私たちの苦しみは半減し、喜びは倍加していくのです。 

今年度は、この聖書の言葉を「年間聖句」に選びました。まだまだ震災の爪あと

が深く残る時ですが、こうした時こそ、この聖書の言葉のように、共に悩み、共に喜

ぶことのできるわたしたちになっていきたいと思います。 

（大学チャプレン・キリスト教センター副所長 菊地 順） 

お知らせ 

■2012 年度全学礼拝期間について 

2012 年度の全学礼拝は、下記日程で行っています。毎週火曜日から金曜日、 

10 時 20 分から 10 時 50 分です。どなたでも自由にご参加ください。 

春学期／2012 年 4月 10 日（火）～7 月 20 日（金） 

秋学期／2012 年 9月 25 日（火）～1 月 18 日（金） 

行事・集会のご案内 

全学礼拝／毎週火～金 10：20～10：50 

■イースター礼拝 

日時／2012 年 4月 18 日（水）10 時 20 分～10 時 50 分 

場所／聖学院大学チャペル 

◇イースターとは？ 

イースター（復活祭）は、十字架につけられて死なれた主イエス・キリストが、3 日目 

に復活されたことを記念する祝祭です。 

■ペンテコステ礼拝 

日時／2012 年 6月 6 日（水）10 時 20 分～10時 50 分 

場所／聖学院大学チャペル 

◇ペンテコステとは？ 

ペンテコステ（聖霊降臨日）は、主イエス・キリストの復活後 50 日目に、弟子たちの 

上に聖霊が降り、教会が誕生したことをお祝いする日です。 
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4 月 10 日（火）

「もし一つの肢体が悩めば、ほかの肢体もみな共に悩み、一つの肢体が尊ばれると、ほかの肢体もみな共に喜ぶ。」 

（コリント人への第一の手紙 第 12 章 26 節）年間聖句 

2012 

4 月 11 日（水）

奨励者 標 宣男 

（副学長・政治経済学部長） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 川添 美央子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 146番 1、2 節 

聖 書 創世記 

  2 章 7～9 節（旧約 P.2）

祈 祷 

奨 励 「問う者としての人間」 

祈 祷  

讃美歌 146番 3、4 節 

主の祈り 

後 奏  

4 月 12 日（木） 4 月 13 日（金）

奨励者 柳田 洋夫 

（人文学部副ﾁｬﾌﾟﾚﾝ） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 ﾅｲﾃｨﾝｹﾞｰﾙ亜衣 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 284番 1、2 節 

聖 書 エレミヤ書 

  29 章 11 節（旧約 P.1094）

祈 祷 

奨 励 「希望を持つ勇気」 

祈 祷  

讃美歌 284番 3、4 節 

主の祈り 

後 奏  

4 月 17 日（火）

奨励者 佐野 正子 

（人間福祉学部ﾁｬﾌﾟﾚﾝ） 

司会者 Ｅ．Ｄ．オズバーン 

奏楽者 渡辺 善忠 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 Ⅱ41 番 1、2、3 節 

聖 書 ルカによる福音書 

  15 章 4～7 節（新約 P.115）

祈 祷 

奨 励 「迷子のひつじ」 

祈 祷  

讃美歌 Ⅱ41 番 4、5、6 節 

主の祈り 

後 奏  

4 月 18 日（水）

- イースター礼拝 - 
奨励者 Ｅ．Ｄ．オズバーン 

（人文学部ﾁｬﾌﾟﾚﾝ） 

司会者 菊地 順 
奏楽者 相川 徳孝 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 Ⅱ167番 1、2、3 節 
聖 書 ヤコブの手紙※新共同訳 

  1 章 22～25 節（新約 P.361）
祈 祷 
奨 励 「マン・イン・ザ・ミラー」 
祈 祷  
讃美歌 Ⅱ167番 4、5 節 
主の祈り 
後 奏  

4 月 19 日（木）

奨励者 山口 博 

（副院長・ｷﾘｽﾄ教ｾﾝﾀｰ所長） 

司会者 左近 豊 

奏楽者 ﾅｲﾃｨﾝｹﾞｰﾙ亜衣 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 267番 1、2 節 

聖 書 詩篇 

  73 篇 1～28 節（旧約 P.810）

祈 祷 

奨 励 「けれども」 

祈 祷  

讃美歌 267番 3、4 節 

主の祈り 

後 奏  

4 月 20 日（金）

奨励者 牛津 信忠 
（人間福祉学部長） 

司会者 柳田 洋夫 
奏楽者 今村 優子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 81 番 1、2、3 節 
聖 書 ガラテヤ人への手紙 

  5 章 13～15 節（新約 P.299）
祈 祷 
奨 励 「受け入れられて 

在ることへの応答」
祈 祷  
讃美歌 81 番 4、5、6 節 
主の祈り 
後 奏  

聖学院教会祈祷会 4月 12日（木） サムエル記下 20章   柳田 洋夫 チャプレン 

【毎週木曜日 18時 30分～19時 30 分 於 緑聖ホールＣ室】           4 月 19日（木） サムエル記下 21章   東野 尚志 牧師 

奨励者 菊地 順 

（大学ﾁｬﾌﾟﾚﾝ・ｷﾘｽﾄ教ｾﾝﾀｰ副所長） 

司会者 左近 豊 

奏楽者 今村 優子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 320番 1、2、3 節 

聖 書 創世記 

  28 章 10～22 節（旧約 P.36）

祈 祷 

奨 励 「主よ、みもとに近づかん」 

祈 祷  

讃美歌 320番 4、5 節 

主の祈り 

後 奏  

奨励者 阿久戸 光晴 

（理事長・院長・学長） 

司会者 Ｅ．Ｄ．オズバーン 

奏楽者 佐野 正子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 312番 1、2 節 

聖 書 箴言 

  9 章 1～6 節（旧約 P.890）

祈 祷 

奨 励 「知恵の七つの柱」 

祈 祷  

讃美歌 312番 3 節 

主の祈り 

後 奏  


